
１
月
30
日
（
日
曜
日
）
、
シ
ズ
ウ
ェ
ル
で

２
０
２
２
年
定
期
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た

(

写
真)

。
総
会
で
は
、
戦
争
と
平
和
を
め
ぐ

る
私
た
ち
を
取
り
ま
く
内
外
の
動
き
に
つ
い

て
討
論
し
、
以
下
の
よ
う
な
今
年
１
年
間
の

活
動
方
針
を
決
め
ま
し
た
。
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
進
み
ま
し
ょ
う
。

①
憲
法
９
条
を

守
り
、
戦
争
で

き
る
国
づ
く
り

を
許
さ
な
い
活

動◆
「
憲
法
改
悪
を
許
さ

な
い
全
国
署
名
」
を
５

月
３
日
ま
で
に
１
０
０

０
筆
を
集
め
よ
う
。

◆
毎
月
19
日
の
青
葉
公
園
で
の
戦
争
法
廃
止

宣
伝
行
動
へ
の
参
加
と
９
日
、
29
日
の
青
葉

公
園
前
宣
伝
行
動
・
９
の
日
行
動
に
一
人
で

も
多
く
の
会
員
の
参
加
を
。

◆
安
保
法
制
（
戦
争
法
）
に
よ
る
日
米
作
戦

や
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
を
許
さ
な
い

活
動
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
２
％
目
標
の
自
衛
隊
大
軍
拡
、

米
国
製
兵
器
の
爆
買
い
を
や
め
さ
せ
よ
う
。

◆
日
本
版
Ｆ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
、
秘
密
保
護
法
、
共
謀

罪
の
廃
止
を
。

◆
兵
器
の
輸
出
、
軍
産
複
合
体
強
化
に
繋
が

る
防
衛
整
備
移
転
３
原
則
の
廃
止
を
。

②
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
・
訓
練

ス
ト
ッ
プ
、
日
米
軍
事
同
盟
を

な
く
す
活
動

◆
沖
縄
辺
野
古
に
新
基
地
を
作
ら
せ
な
い
オ
ー

ル
沖
縄
と
連
帯

し
、
東
富
士
演

習
場
へ
の
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
・
訓
練
、
沖
縄

県
道
１
０
４
号
越
え
演
習
を
許
さ
な
い
監
視

行
動
。

◆
日
米
地
位
協
定
・
日
米
合
同
委
員
会
の
日

本
支
配
の
実
態
を
広
く
知
ら
せ
よ
う
。

③
核
兵
器
廃
絶
を
目
指
す
と
と

も
に
浜
岡
原
発
再
稼
働
を
許
さ

な
い
た
た
か
い

◆
「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
・

批
准
を
求
め
る
署
名
」
の
推
進
。
毎
月
７
日

の
昼
休
み
に
東
急
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
前
で
行
う

署
名
行
動
に
参
加
し
よ
う
。

◆
３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー
集
会
の
成
功
を
支
え

る
。
平
和
行
進
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
代

表
派
遣
。

◆
中
電
・
国
に
よ
る
浜
岡
原
発
再
稼
働
を
許

さ
ず
、
廃
炉
に
向
け
共
同
の
闘
い
に
参
加
し

て
ゆ
く
。
ひ
ま
わ
り
集
会
、
金
曜
ア
ク
シ
ョ

ン
な
ど
へ
積
極
的
に
参
加
し

よ
う
。

④
過
去
の
歴
史
か
ら

教
訓
を
く
み
取
る
学

習
運
動

◆
日
本
の
侵
略
戦
争
を
反
省
し
、

慰
安
婦
、
徴
用
工
問
題
な
ど
歴
史

認
識
に
つ
い
て
の
学
習
を
強
め
る

と
共
に
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の

起
因
や
教
訓
を
学
び
後
世
に
伝
え

る
活
動
。

◆
憲
法
違
反
、
学
術
会
議
法
違
反

の
疑
い
の
強
い
学
術
会
議
任
命
拒

否
の
撤
回
を
求
め
る
。

総
会
で
選
任
さ
れ
た
２
０
２
２

年
度
役
員
・
理
事

(

会
長)

海
野
順
二

(

副
会
長)

合

戸
政
治

(

事
務
局
長)

三
輪
矩
正

(

財
政)

丹
羽
巌

(

理
事)

海
野

順
二

小
澤
僖
和
子

合
戸
政
治

杉
本
護

富
田
家
一
郎

丹
羽
巌

三
輪
矩
正

望
月
金
一
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みんなの夢をのせて、
またがんばって！！

３月10日は私たち老女四人組

が楽しみにしている月に二回の

酵素風呂に行く日であったが、この日は冬季オリ

ンピック、フィギュアスケート男子のフリー演技

の日だった。

いつもは首位を走っている羽生弓弦君は８日の

ショートプログラムで八位と出遅れていた。私た

ちとしてはどうしても見守りたいと思い、酵素風

呂を別の日にした。私たちの思いも届いたのか羽

生君はこの日、八位から四位に昇格した。

一位はアメリカのネーサン・チェンで世界最高

記録の113.97点を出した。日本人三人も二位、

三位、四位と健闘した。四位の羽生君は、メダル

を獲得した３選手に惜しみない拍手を送っていた。

滑りも凄いが、トップを走り続けた彼の心遣い

にも感銘を受けた。一位になったネーサン・チェ

ンの「羽生君がいたからみんな高成績を収めるこ

とができた」との謝辞も印象深かった。ああ今日

はよいものを見せてもらった。心あたたまる一日

だった。 大坪 美惠子

つむじ風
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▽
１
８
８
９
年
（
明
治
22
年
）

２
月
11
日
に
紀
元
節
を
期
し
て

「
大
日
本
帝
国
憲
法
」
発
布
。

「
大
日
本
帝
国
ハ
万
世
一
系
ノ

ば
ん
せ
い
い
っ
け
い

天
皇
之
ヲ
統
治
ス
」
で
始
ま
る

こ
れ

７
章
76
条
の
憲
法
が
「
不
磨
ノ
大
典
」
と
し
て

ふ

ま

の

た

い

て

ん

「
現
在
及
将
来
ノ
臣
民
」
に
発
布
さ
れ
た
の
だ
。

今
は
「
建
国
記
念
の
日
」
と
し
て
、
祝
日
と
さ
れ

て
い
る
２
月
11
日
を
も
う
一
度
考
え
た
い
。
▽
産

経
新
聞
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ

た
日
教
組
の
社
会
科
教
育
（
歴
史
認
識
）

の
あ
る
授
業
に
か
み
つ
い
た
。
（
今
年

の
１
月
30
日
の
記
事
）
小
学
校
で
大
日

本
帝
国
憲
法
と
五
日
市
憲
法
草
案
を
比

較
し
た
授
業
を
、
「
護
憲
」
植
え
付
け

が
見
え
隠
れ
す
る
と
決
め
つ
け
た
。
こ

の
記
事
に
よ
る
と
、
五
日
市
憲
法
草
案

は
、
大
日
本
帝
国
憲
法
制
定
時
に
は
世

に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
授
業

者
は
五
日
市
憲
法
草
案
が
基
本
的
人
権

に
触
れ
て
お
り
、
国
民
主
権
を
謳
っ
て

う
た

い
る
先
駆
的
内
容
だ
と
い
う
認
識
で
授

業
を
構
成
し
て
い
る
事
が
問
題
だ
と
し

て
い
る
。
▽
し
か
し
、
子
ど
も
達
が
使
っ

て
い
る
教
科
書
に
も
「
大
日
本
帝
国
憲

法
を
、
五
日
市
憲
法
や
今
の
日
本
国
憲

法
と
比
べ
て
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ

る
か
考
え
て
み
よ
う
」
と
い
う
問
い
が

載
っ
て
い
る
の
だ
。
こ
の
教
員
の
授
業

が
非
難
さ
れ
る
道
理
は
な
い
。
▽
尊
い

犠
牲
を
出
し
敗
戦
の
手
痛
い
現
実
か
ら
、
や
っ
と

古
い
思
想
の
権
化
で
あ
る
大
日
本
帝
国
憲
法
の
鎖

か
ら
解
放
さ
れ
た
の
だ
。
日
本
人
の
多
く
が
不
戦

を
誓
っ
た
は
ず
だ
。
私
は
臣
民
で
は
な
く
、
日
本

国
憲
法
の
下
で
基
本
的
人
権
を
保
障
さ
れ
て
い
る

事
が
あ
り
が
た
い
と
思
う
し
、
切
に
守
り
た
い
と

思
う
。

日本国憲法の価値を再確認しよう ～安達 寿子～ 風の
子

静岡市平和委員会定期総会開催
１年間の活動方針を決定



１
月
22
日
核
兵
器
禁
止
条
約
が

発
効
し
て
１
年
た
ち
ま
し
た
。
こ

の
間
同
条
約
を
批
准
し
た
国
が
発

効
に
必
要
な
50
カ
国
・
地
域
を
超

え
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
カ
ン
ボ
ジ
ア

な
ど
が
新
た
に
参
加
、
現
在
で
は

59
カ
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。
批
准

の
前
段
階
に
当
た
る
署
名
は
86
カ

国
・
地
域
が
終
わ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
３
月
に
計
画
さ
れ

た
条
約
締
結
国
会
議
（
残
念
な
が

ら
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
状
況
か
ら
年

半
ば
に
延
期
）
へ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

参
加
国
も
増
え
、
正
式
に
国
連
に

伝
え
た
国
が
ブ
ラ
ジ
ル
や
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
な
ど
10
カ
国
に
上
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
正
式
に
は
伝
達
し
て

い
な
い
も
の
の
ド
イ
ツ
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー

は
参
加
の
方
向
で
あ
り
、
最
終
的

に
は
十
数
カ
国
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
な
る
見
通
し
で
、
核
兵
器
禁
止

条
約
の
理
念
が
大
き
く
広
が
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
唯
一

の
戦
争
被
爆
国
で
あ
る
日
本
政
府

は
、
禁
止
条
約
批
准
は
お
ろ
か
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
の
方
向
さ
え

見
せ
て
い
ま
せ
ん
。

批
准
署
名
運
動
を

大
い
に
進
め
よ
う

「
何
と
し
て
も
日
本
の
批
准
を
」

「
会
議
へ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加

を
」
の
声
が
被
爆
者
団
体
を
は
じ

め
多
く
の
国
民
の
中
で
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

現
在
、
批
准
を
求
め
る
地
方
議

会
決
議
は
、
６
２
８
自
治
体
（
全

自
治
体
の
36
・
５
％
、
１
月
27
日

現
在
。
静
岡
県
は
残
念
な
が
ら
４

自
治
体
の
み
）
に
達
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
は
い
ろ
い
ろ
な

と
こ
ろ
で
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
が
、
静
岡
市
平
和
委

員
会
に
集
約
さ
れ
た
批
准
署
名
は
、

１
０
５
筆
で
止
ま
っ
て
い
ま
す
。

急
速
に
増
や
し
て
日
本
政
府
に
条

約
批
准
を
迫
り
ま
し
ょ
う
。
毎
月

７
日
に
は
、
東
急
ス
ク
エ
ア
で
街

頭
宣
伝
署
名
活
動
を
や
っ
て
い
ま

す
。
ご
都
合
を
つ

け
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー
は
オ

ン
ラ
イ
ン
の
み
の
開
催
に

今
年
の
３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
感

染
症
が
広
が
り
を
見
せ
る
な
か
現

地
開
催
を
取
り
や
め
、
オ
ン
ラ
イ

ン
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
３
月
１

日
の
ビ
キ
ニ
デ
ー
集
会
に
は
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
外
務
省
軍
縮
・
軍
備
管

理
・
不
拡
散
局
長
で
あ
り
、
今
年

開
催
さ
れ
る
第
１
回
締
結
国
会
議

の
議
長
を
つ
と
め

る
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・

ク
メ
ン
ト
大
使
が

来
賓
あ
い
さ
つ
を

し
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
、

日
本
原
水
協
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。
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核
兵
器
禁
止
条
約
会
議
に
関
心
高
ま
る

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
日
本
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
を

『アメリカの挫折』
～ベトナム戦争前史としてのラオス紛争～

寺地功次（著）メコン社（刊）

本書は米国のラオス紛争への“介入、撤退、挫折”

を論じている。著者は米国のラオス紛争介入は、ベト

ナム戦争の影に隠れていたが、その後の米国の国際紛

争介入のモデルとなったと述べている。

ラオスは人口700万人の小国であるが米国はインドシ

ナ半島の共産化を恐れて介入したというのが通説であ

る。本書によると米国は大統領、大統領府、ＣＩＡ、

国防省・軍部などが緊密に連絡と協議を重ね、時には

反目しながら軍事関係のみならず食料、教育、選挙制

度など広範囲にわたって介入していく様を明らかにし

ている。そして、米国の財政的援助はラオスの国家予

算の60％を占めるまでになる。それは政治腐敗をもも

たらす。しかし、米国は共産勢力※の影響を断つこと

ができず新たにベトナムへの介入を深め、ラオス紛争

とベトナム戦争は一体化し最後は撤退、挫折する。

特に、米国の介入の過程で起きる事をよくＣＩＡ、

派遣軍、担当者の“独断”“暴走”などと論評される

ことがあったが、著者は公開された米国の文書をみる

と大統領やしかるべき部署の責任者が承認しているこ

とがわかる、とある。逆説的だが私は、この点は米国

政治の民主的側面と思ったが、皆さんはどう思われま

すか。詳しく知りたい方は是非お読みください。

※パテトラオ 愛国戦線と呼称された。

富田 家一郎

平和の本の紹介

２月

28日（月）3･1ビキニデー原水協集会 オンライン

３月

１日（火）3･1ビキニデー集会 オンライン

５日（土）日米共同訓練反対スタンディング

10：00 沼津今沢海岸

７日（月）核禁止条約サイン署名 東急前 12：00

９日（水）９の日行動 青葉前 12：00

16日（水）日米共同訓練反対スタンディング 10：00 御殿場駅前

19日（土）オール静岡アクション 青葉前 16：30

29日（火）９の日行動 青葉前 12：00

平和の動き１～３月

◆２月28日（月） 日本原水協集会 13時～（12時30分受付）

特別企画「核兵器禁止・廃絶をリードする日本へ」パネル討論

◆３月１日（火） ３･１ビキニデー集会 13時～

※オンライン参加をご希望される方は、静岡県原水協

（０５４-２５３-１８５４）へご連絡ください。

署名行動に参加した人たち（東急スクエア１月７日）

日本原水協 →

２０２２年３･１

ビキニデー

学習パンフレット

より転載


